
単 位 数
年 間 授 業 時 間
（ 予 定 ）

７０　時間

使用教科書 ( 出版社 )

補 助 教 材 等

７
月

１
２
月

枯野抄

語句の意味を調べる。
段落構成の把握をする。
単元目標の確認をする。

小説を読んで考えたことをまとめる。

〔評価の観点〕
・文章を読み、内容を理解できているか。
・自分の考えをノートやワークシートに書けているか。
・語句の意味を理解して、正確に用いることができているか。

〔評価方法〕
定期考査、提出物、授業への取り組み状況などを総合的に評価
する。

【評価の観点・方法】
コスモポリタニズム
の可能性

自然の背後に隠れて
いる

「僕ら」を脅かすものについて考える。
作者の主張について理解する。

枯野抄 門弟たちの人物像や心理を整理する。

コスモポリタニズム
の可能性

構成の確認をする。
コスモポリタニズムの可能性を理解す
る。

リスク社会とは何か

自然の背後に隠れて
居る

萩原朔太郎について
語句の意味の確認をする。
心情の理解をする。

枯野抄 丈草の感じる「悲しい喜び」の内容や背
景について考える。

リスクと危機の違いを理解する。
リスク社会の影響について考える。
リスクの本質について考える。

６
月

骰子の七の目 「ガムラン」が呼び起こすものについて
理解する。
同じことを言い換えた表現を見つける。

１
１
月

枯野抄 去来の満足と悔恨が錯雑した心持ちにつ
いて考える。

３
月

骰子の七の目 物語の展開に応じた登場人物の感情の変
化をつかむ。
会議で出された女の考え方について理解
する。

枯野抄 厭世的な感慨の内容を整理し、それを持
つことで得意を感じる支考の人柄を考え
る。

骰子の七の目 会議＝良識の崩壊が起こったことについ
て理解する。
大多数の平均的な意見と良識が与える影
響について理解する。

枯野抄 枯野と座敷という対比や「人生の枯野」
という表現の意味を考える。

５
月

写真の持つ力 写真について自分たちがどのように使っ
ているかを考える。
語句の意味の確認をする。

1
0
月

いのちのかたち

報道の事実と演出について理解する。
ジャーナリストの表現について理解す
る。

語句の意味を調べる。
段落構成の把握をする。

枯野抄

写真の持つ力 ジャーナリズムの本来の役割について理
解する。
写真を通すことでの外界とのかかわりに
ついて理解する。

いのちのかたち

枯野抄

経済学の基礎知識や環境問題との関係に
ついて理解をする。

言語が見せる世界 生得的な本質とプロトタイプの対比につ
いて理解する。
概念としての言語の豊かさについて理解
する。

檸檬 現実の中の「私」が逃避したいと考えて
いる部分について読み取る。

骰子の七の目

未来世代への責任 現世代が未来世代のために、経済学者が
見捨ててきた「倫理」について再考する
必要があることを理解する。

いのちのかたち 段落構成の把握をする。
実像と虚像の違いについて理解する。

写真の持つ力

舞台背景について確認する。
物語の演出について理解する。

生きるとはどういうことかについて作文
を書く。

表記の傾向について理解する。
コンテクストとニュアンスの関係につい
て理解する

語句の意味を調べる。
段落構成の把握をする。
芥川龍之介について

２
月

４
月

進路についての作文 具体的な体験をもとに、論理的に書く。

９
月

言語が見せる世界 語句の意味を調べる。

１
月

檸檬 語句の意味を調べる。
段落構成の把握をする。
梶井基次郎について生い立ち作品を知
る。

未来世代への責任 語句の意味を調べる。
段落構成の把握をする。
単元目標の確認をする。

言語が見せる世界 古典的概念について理解する。
古典的概念についての例としてあげられ
ているものを比べる。

檸檬 不吉な塊とは何かについて考える。
「私」の今の精神状態について把握す
る。

未来世代への責任 経済学の基礎知識や環境問題との関係に
ついて理解をする。

言語が見せる世界 プロトタイプを重視する考え方について
理解する。
知覚主体について理解する。

檸檬 主人公にとっての「檸檬」がどのような
ものであるのかを理解する。

檸檬 檸檬を手にした「私」が得た幸福感につ
いて理解する。
自己改変、現実改変の心情について理解
する。

未来世代への責任

指導内容 具体的な指導目標 指導内容 具体的な指導目標 指導内容 具体的な指導目標

科 目 現代文Ｂ ２　単位

対 象 学 年 ・ （ 組 ）
３年（１～５組） 高等学校改訂版現代文Ｂ（第一学習社）

必　　修 パスポート　国語必携

教 科 担 当 者
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